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研究成果の概要（和文）：  イギリス農業革命とかかわってウォータ・メドウズは，わが国でも研究者に広く知
られている。しかし，その詳細はいまだに理解されていない。それがどのようなシステムであるのか，農業生産
の増産にどのように貢献したのか，どのような条件のもとでその強みを発揮できたのか，十分に知られていない
のである。
  本研究で，ウォータ・メドウズのシステムについて，どのように運用され，どのように時代状況に合わせて役
割を変化させ，現在に至って，歴史的景観として，あるいは環境保全の上でいかなる役割を果たしているのか，
を説明した。

研究成果の概要（英文）：    In regards to the Agricultural Revolution in England，the term 'water 
meadow' is known rather widely to Japanese historians. But the details of the system have not been 
understood yet in our country. We have not known fully what system water meadows were，how they 
contributed to increases in agricultural output, and what kind of conditions under which they played
 their parts peculiarly well.
     I have elucidated the system of water meadows; in what way they were managed, how their rolls 
have changed, and, at present, what rolls they play as cultural and historical sites and in 
environmental conservation. 

研究分野：イギリス経済史
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 
本研究の研究者は，イギリス農業革命に関
して研究を進める中で，ウィルトシァ東南部
における丘陵地帯の穀物生産地化の背景と
して，灌水式採草地(Water Meadows)の構築
による羊飼育頭数の増大とそれによる肥料
生産増大の循環を解明した。その研究の過程
でそれらウォータ・メドウズは，現在，農業
生産施設としては意義を喪失しながらも，地
域の歴史的景観・遺産として保存・保全が関
心を呼んでいることを認識した。また，フェ
ンについても，拙稿「イギリス農業革命から
みたフェンとマーシュ」の執筆のために読ん
だ文献やインターネット情報で現在のフェ
ンに関する取り組みを知ることになった。そ
れらの中には，たとえば，Hadrian Cook & 
Tom Williamson(eds.), Water Management 
in the English Landscape, Field, Marsh 
and Meadow, Edinburgh, 1999や Cook & 
Williamson(eds.), Water Meadows: History, 
Ecology and Conservation, Macclesfield, 
2007 などが挙げられるが，さらに，最近で
は，Shirley Wittering, Ecology and Enclo- 
sure: The Effect of Enclosure on Society, 
Farming and the Environment in South 
Cambridgeshire, 1798-1850, Macclesfield, 
2013 といった近代農業の形成による環境へ
の影響について分析した書籍も公刊される
に至っている。 
わが国でも，西尾健（ほか 4 名）『英国の
農業環境政策と生物多様性』（2013年）が出
版されたが，残念ながら歴史的視点が欠落し
ているために，いまなぜ生物多様性を問題に
しなければならないのかが十分には認識さ
れていない。 
本研究では，イギリス農業革命に遡って農
業生産方法や土地利用の変化を明らかにす
ることで，現在の農業における環境保全が不
可避の課題になった歴史的経緯を剔抉する。
それと同時に，従来の研究で重視されてきた
近代農業から有機農業への転換といった視
点を超えて，地域特有の歴史的景観（ないし
は自然景観）の保全と，それに固有の動植物
生息環境として保存・保全する試みを分析す
る。一見すると全く異なるベクトルを示す，
ウォータ・メドウズの維持とフェンの復元プ
ロジェクトであるが，両者ともにイギリス農
業革命にその起源をもつと同時に，それぞれ
が過剰な生産力を持つに至った現代農業の
課題に対する解決策の一つの選択肢になり
うるものである。 
 
２．研究の目的 
イギリス農業における環境保全といった
場合，福士正博『環境保護とイギリス農業』
（1995 年）をはじめとして田代正一氏や富岡
昌雄氏，大澤正俊氏など，多くの研究者が第
二次世界大戦後の農業環境政策やＥＵの農
業政策の影響，あるいは環境保護団体の活動
や農村振興策など多様な視点から検討が進

められてきた。本研究もこれらの業績を踏ま
えて分析していくものである。 
これら従来の研究の特徴として，近代農業
から環境保全型農業（すなわち有機農業）へ
の転換を解明することに比重が置かれてい
たことが指摘できる。それは，近代農業がも
たらす農産物過剰を解消することで，農産物
貿易摩擦や農業保護，農業による環境汚染な
どを解決する枠組みを探るという現代的な
課題設定のもとで推進された研究だった，と
評価できる。 
しかし一方で，それらの研究は，第二次世
界大戦後の農業政策や環境保護運動などを
主な対象としており，環境保全型農業への転
換が必要となる歴史的背景なり経緯といっ
たものについては，ややもすれば視野の外に
置くものとなっている。近代的農業のもたら
した農産物過剰はどのように生成されたの
かといった点や，環境保全型農業への転換が
必要となる経緯については，十全に検討され
ているとは言い難い。また，従来の研究では，
農業生産の在り方を中心に据えた分析とな
っているように見える。 
しかし，イギリスでのウォータ・メドウズ
の保全は，農業生産というよりも，地域の歴
史的景観あるいは歴史的遺産として，そして
またそれが有する動植物生息地としての関
心から進められている。また，イングランド
東部におけるフェンの復元は，17世紀以降，
とりわけ 18 世紀末以降に進んだフェンの耕
地化に対して，耕地化以前のフェンの姿に積
極的に戻そうという試みである。これもその
地域固有の景観を維持する試みといえる
ものであるが，ここでは農耕地の維持で
はなく，むしろ農耕地をかつてのフェン
に戻し，その特有の景観と野生生物の生
息環境を整えようとするプロジェクトで
ある。 
これら両者に共通するのは，それぞれ
の地域固有の景観の保全であり，動植物
などの生息環境の保全である。とはいえ，
イングランド西南部のウォータ・メドウ
ズは農業革命時代に形成された農業景観
の保全であり，そうした人為的に形成さ
れた動植物の生息環境の維持が目指され
る一方で，フェンでは農業革命時に形成
された農耕地をそれ以前の姿に復元し，
固有の動植物の生息環境を再現しようと
するもので，異なるアプローチが採用さ
れている。本研究は，現段階においては
異なる保存・保全方法が採られるに至る
両者について，イギリス農業革命期にお
けるその土地利用方法の形成と，19 世紀
半ば以降における農業生産の変遷の中で，
今日における異なる保存・保全方法が採
用される歴史的経緯を分析することを研
究目的とする。 

 
３．研究の方法 
  本研究の目的は，イギリス農業革命時代に



形成されたウォータ・メドウズとフェンの耕
地化に対して，今日の農産物過剰時代の中で
異なる保存・保全方法が採用される歴史的経
緯を分析することにある。そのためには，ウ
ォータ・メドウズとフェンの耕地化が，農業
生産物過剰という観点から見てそれぞれい
かなる位置づけになるのかを確定し，その上
で地域固有の歴史的景観・遺跡として，ある
いは環境保全地帯として何故に異なる保
全・保存方法が採用されるに至ったのかを分
析する必要がある。従ってイギリス農業革命
時代に遡って，それぞれの形成過程について
確定していくこと，19世紀末以降の農業生産
におけるそれぞれの意義およびそれに対す
る認識の変遷を辿ること，そして現在の取組
実態について具体的に解明することが要請
される。本研究では，歴史的な背景を解明す
るための史料分析と，現状についての現地調
査などを並行的に実施する。 
 
① イギリス農業革命研究の整理 
  これまで推進してきたイギリス農業革命
研究の成果を，本研究の研究目的に沿って再
検討する。ウォータ・メドウズとフェンの耕
地化という二つの農業生産方法・土地利用方
法に絞って，生産増大が要請されていた当時
の時代状況の中でどのような意義を有して
いたのかを確定する。 
 
② ウォータ・メドウズの形成に関する解明 
  ①の検討によって，ウォータ・メドウズの
形成に関する研究の中で，いかなる点が不分
明のまま残されているのかを把握した上で，
それを補うべく史料収集・文献収集を実施し，
その解読・分析を進める。 
 
③ ウォータ・メドウズの農業生産における
意義の歴史的変遷の解明 
  19 世紀末以降，ウォータ・メドウズの農業
生産上の意義は喪失していくといわれてい
るが，それがどのような状況変化の中で生起
したのか，またそれが当時の農業関係者にど
のように理解されていたのかを，新聞や雑誌
の記事そして研究書などを利用することで
解明する。 
 
④ ウォータ・メドウズの保全・保存の現状 
  ウォータ・メドウズの農業生産における意
義は，現在ではほとんど否定されるに至って
いる。しかしながら，ウィルトシァやハムプ
シァでは地域固有の歴史的景観として，ある
いは人為的に形成された動植物生息地とし
て再評価されるようになっている。こうした
再評価を推進してきた人々，団体，地方自治
体について現地調査とインタビューを実施
することで，現段階の保全・保存の状況と意
義，そしてつぎのステップに向かっての課題
を把握する。 
 
また，フェンについては，つぎのように取

り組む。 
a) フェンの耕地化の解明 
フェンの耕地化については，拙稿「イギリ
ス農業革命からみたフェンとマーシュ」で概
要はつかめているので，本研究と特にかかわ
りのある地域（たとえばWoodwalton Fenな
ど）に関してより具体的に検討を加える。 
 
b) フェンの農業生産における歴史的変遷の
解明 
フェンにおける農業生産については，研究
業績も多くある。たとえば，H. C. Darby, The 
Changing Fenland, 1983; Rex Sly, Soil in 
Their Souls: A History of Fenland Farming, 
2011; Jonathan Brown, Farming in 
Lincolnshire 1850-1945, 2005などである。
こうした文献を基本に据えて，当時の新聞・
雑誌の記事を読み込むことで歴史的変遷を
解明する。 
 
c) フェンの保存・保全の現状 
フェンにおける農業生産は，現在において
もイギリス全体の中で耕作農業地帯として
枢要な位置を占めている。そのような中で，
フェンの復元プロジェクトが進められてい
る。このフェン復元プロジェクトは，政府機
関をはじめとして５つの団体や組織が関与
する，おおよそ半世紀にもわたる大きなプロ
ジェクトであるため（http://applications. 
huntsdc.gov.uk/moderngov/mgConvert2PDF.
aspx?ID=22917），現地調査などを継続的に実
施する。 
 
４．研究成果 
 本研究では，当初，イングランド西南部に
おけるウォータ・メドウズの保全・保存とイ
ングランド東部におけるフェンの復元プロ
ジェクトの二つの問題を並行的に進める予
定であったが，研究を進めていくと，それぞ
れが大きな課題であり，複雑で多岐にわたる
問題を分析しなければならないことが判明
した。そこで，今回の研究では，研究の進捗
状況からウォータ・メドウズの歴史的変遷と
保存・保全に焦点を当てることにした。 
 
① ウォータ・メドウズとは 
わが国でも，ウォータ・メドウズは農業
革命論とかかわって取り上げられてきた。
とりわけケリッジ(Eric Kerridge)の早期
農業革命論によってその存在が知られるよ
うになった。かれの農業革命論を支える農
業改良の一つが転換農法 (up-and-down 
husbandry)であり，もう一つの改良がウォ
ータ・メドウズであることはよく知られて
いる。しかしながら，その存在について知
られている一方で，それが実際のどのよう
なものであるのかといった具体的なシステ
ムについてはほとんど理解されてこなかっ
た。 
テイラァ(Christopher Taylor)によれば，



灌水式採草地(irrigated meadows)には少
なくとも 5 種類あって，Bedworks，
Catchworks，Floating upwards，Warping，
そしてフェンにおけるWashesが主要な形
態であるとする。一方，カティング(Roger 
Cutting)らの定義「草地の表面全体によど
みない水の流れを伴うような人的介入」か
らすると，ウォータ・メドウズは基本的に
は Catchwork meadows と Bedwork 
meadows の二つの形態に絞ることができ
る。そのうち，Catchwork meadowsは，
等高線に沿って掘られた灌漑水路(flood 
dyke)に，小川ないし泉の水を導水するこ
とができる谷間の傾斜地(valley sides)に構
築されるウォータ・メドウズである。 
一方，ウィルトシァの Lower Woodford
の Bedwork システムを具体的にみてみる
と，そのシステムがきわめて精緻な土木工
作物であることが理解できる。広大な面積
の採草地をよどむことのない薄膜の流水で
覆うように土木工事を実施するのは，非常
にすぐれた技術を要し，多額の資金が必要
である。 
デイヴィス(Thomas Davis)によれば，

Catchworkシステムについては，エイカ当
たり 3ポンドから 5ポンドの費用で造成で
き，年間の維持・運用の費用もエイカ当た
り 7シリング 6ペンスを上回ることもなか
った。それでいて，エイカ当たり 15 シリ
ングから少なくとも 40 シリングにまで改
良された，という。一方，Bedworkシステ
ム(‘Flowing Meadows’)のばあいは，造成費
用をエイカ当たり 12ポンドから 20ポンド
と見積もっている。もっとも，その改良の
恩恵は驚くべきもので，抽象的な価値はエ
イカ当たり 3ポンドぐらいかもしれないけ
れども，羊飼養の農場の構成部分としてみ
たとき，その価値はほとんど計り知れない
(beyond computation)と評価する。 

 
② ウォータ・メドウズの起源 
ケリッジは，ウォータ・メドウズの起源
について初期の論文から一貫してロゥラン
ド・ヴォーン(Rowland Vaughan)の存在を
重視してきたが，ベティ(J. H. Bettey)は，
ドーセットではロゥランド・ヴォーンの
実験とは独立してウォータ・メドウズが
築造された，と主張する。また，アトウ
ッド(George Atwood)は中世にはウォー
タ・メドウズが展開していたと主張してい
たが，さらに，クック(Hadrian Cook)や
スターン(Kathy Stearne），ウィリアムソ
ン(Tom Williamson)たちは，広範な文献
や現地調査から，つぎのような結論を導
き出した。 
ロゥランド・ヴォーンの実験よりも数
世紀前にウォータ・メドウズの原理は限
られた地域におけるとはいえ，その地域
ではかなり広く知られていた。キャッチ
ワーク・システムが容易に築けるような

ヴァリィでは採草地の灌水は広く実行さ
れていたと思われる。ヴォーンが実験を
実施したゴールデン・ヴァリィにはシト
ー派修道院 Dore がきわめて広大な所領
を保有しており，水車や採草地とかかわ
って十分に発達した水路システムが修道
院の敷地内に展開していた。17世紀に広
範に採用されたウォータ・メドウズはま
ったく新しい発想のものではなかったけ
れども，新展開の点はあった。それは，
従来のキャッチワークに替わって，牧
羊・穀作式農法が広くおこなわれていた
南部白亜丘陵地帯でその広々としたヴァ
リィに適したベッドワーク・システムの
構築が始まったことである，と。 
 
③ ウォータ・メドウズと農業革命 
ウェセクス（ドーセット・ウィルトシァ・
ハムプシァ）では 17世から 18世紀にかけ
てウォータ・メドウズの導入による「農業
革命」が進行したのに対して，イングラン
ド全体からみると，なぜノーフォク農法の
普及を俟って農業革命が成就することに
なったのであろうか。 
 その点について，クックは，ウォータ・メ
ドウズ，とりわけベッドワーク・システム
の普及がほぼウェセクスに局限され，それ
以外の地域では限定的な活用にとどまった
理由について科学的に分析している。そこ
から浮かび上がるのは，ウォータ・メドウ
ズ構築の優位性は特殊な環境条件がそろう
なかで発揮されるものだということである。
そうだとすると，汎用性には問題があると
いわざるをえない。農業技術や農法はどの
ようなものであれ基本的に気候や土壌など
の環境要因に左右されながら展開してきた。
したがって，かかる難点はウォータ・メド
ウズに特有の問題ではないといえるかもし
れない。しかしながら，ベッドワーク・シ
ステムの環境上の制約は特殊に強かった。
同じイングランド南部であっても，地域に
よって河川水の地下水源に対する依存率は
異なっていた。地下水への依存率が低いと
いうことだけでもベッドワーク・システム
の優位性はおおきくそこなわれた。すなわ
ち，ウォータ・メドウズは特殊環境依存型
農業技術といってもよく，それはほかの地
域では十全には活用しにくいものだった。 
 
④ ウォータ・メドウズの衰退過程 
19 世紀半ばにスェーデンカブやターニッ
プの導入によってウォータ・メドウズなしで
も仔羊の繁殖が可能になるだけでなく，骨粉
の導入やグアノ，石灰の利用が広がる。ウェ
セクスでも 19 世紀半ばに「ハイ・ファーミ
ング」といった農業生産方法の転換が進みつ
つあった。 
農業生産方法の転換だけではなかった。

1870年代以降，北アメリカからの廉価な穀
物の輸入など，イギリス農業を取り巻く環



境が激変した。これは，穀物生産に主軸を
おく白亜丘陵地帯の農業にとっては大打撃
であり，牧羊・穀作式農法(sheep-and- 
corn husbandry)の基軸的な構成要素で
あったウォータ・メドウズの存在意義を
低下させた。だからといって，ウォータ・
メドウズが一気に衰退したわけではない。
こうした状況の中，鉄道網の整備もあり，
羊の飼養から乳牛への転換が進行し，ウ
ォータ・メドウズが一定の役割を果たし
続け，その利用は 1930 年代でも維持さ
れていた。 
しかしながら，牛の放牧は，その重量もあ
ってウォータ・メドウズの繊細なシステムを
破壊したのであり，また，農業における機械
化の波の中にあって，ウォータ・メドウズに
はその導入が困難であることから，システム
の維持は困難になっていった。多くのシステ
ムが第二次世界大戦前には放棄された。 
ただ，そのような潮流にもかかわらず，

1950 年代末に，War Department Land 
Agentがウォータ・メドウズの再利用を試
みていたことが，かれの行政上の手紙類か
ら判明する。その詳細については，論文と
して発表する予定である。 
 
⑤ ウォータ・メドウズの保全と問題点 
 イングランド西南部では，さまざまな形で
ウォータ・メドウズの保存・保全活動がおこ
なわれている。その活動主体も多様であり，
行政が前面に出て進めているばあいもある。
一 方 ， ジ ョ ン ・ コ ン ス タ ブ ル (John 
Constable)の絵でも有名なソールズベリの
Harnham Water Meadowsは，Harnham 
Water Meadows Trust によって保全活
動が展開されている。その活動内容およ
びその資金調達の実態については，後日
論文にして紹介することにしたい。 
  それとともに，紹介したいのが，保全活動
が孕む諸課題である。廃れているシステムを
復元することは，現時点の状態を変更するこ
とになる。現時点の状態は，それはそれで歴
史的に形成されたものであって，それに人為
的に手を加えることは，多くの利害関係者と
の調整が必要になるだけでなく，自然環境の
保護とも衝突することにもなりかねない。放
棄されたウォータ・メドウズは，鳥獣や昆虫
類の重要な生息・繁殖地になっているばかり
でなく，貴重な植物の宝庫にもなっているの
である。そうした現状を壊すことは理にかな
っているのかどうか，精細で慎重な調査を要
する。 
  さらにいえば，ウォータ・メドウズを復元
するとして，いつの時代の状態に戻すことが
最良の選択になるのか，これも容易には決定
しえない。こうした諸問題が伏在しているこ
とからすれば，歴史的遺産の保全あるいは復
元というのは，口で言うほどには容易でない。
これらの問題についても，その詳細は論文に
おいて明らかにすることにしたい。 
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